
第４【経理の状況】
１  四半期連結財務諸表の作成方法について

（1）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

（2）当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりま

したが、前連結会計年度末より百万円単位をもって記載することに変更しました。なお、比較を容易にするため、

前第３四半期連結累計期間についても百万円単位に組替え表示しております。

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2021年10月１日から

2021年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,317 14,659

受取手形及び売掛金 12,372 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － ※ 13,603

電子記録債権 1,984 ※ 3,103

商品及び製品 3,959 5,336

仕掛品 589 683

原材料及び貯蔵品 383 677

その他 968 ※ 1,089

貸倒引当金 △5 △5

流動資産合計 31,569 39,149

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,131 3,353

土地 6,620 9,039

その他（純額） 2,096 2,617

有形固定資産合計 11,848 15,011

無形固定資産

のれん 3,495 3,971

その他 1,548 1,506

無形固定資産合計 5,044 5,477

投資その他の資産

退職給付に係る資産 59 151

その他 912 702

貸倒引当金 △8 △7

投資その他の資産合計 963 847

固定資産合計 17,856 21,336

資産合計 49,426 60,485

１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,978 4,241

電子記録債務 8,029 ※ 9,085

短期借入金 3,110 9,910

１年内返済予定の長期借入金 275 214

未払法人税等 596 305

賞与引当金 748 399

その他 2,099 2,516

流動負債合計 18,838 26,672

固定負債

長期借入金 279 223

株式給付引当金 78 －

退職給付に係る負債 288 281

その他 917 1,320

固定負債合計 1,564 1,824

負債合計 20,403 28,497

純資産の部

株主資本

資本金 2,666 2,666

資本剰余金 2,434 2,434

利益剰余金 26,243 26,964

自己株式 △1,134 △754

株主資本合計 30,210 31,310

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 140 117

繰延ヘッジ損益 29 13

土地再評価差額金 △1,510 △1,510

為替換算調整勘定 31 19

退職給付に係る調整累計額 92 67

その他の包括利益累計額合計 △1,216 △1,293

新株予約権 28 －

非支配株主持分 0 1,970

純資産合計 29,022 31,987

負債純資産合計 49,426 60,485
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 44,069 49,167

売上原価 33,887 38,111

売上総利益 10,181 11,056

販売費及び一般管理費 7,635 8,373

営業利益 2,546 2,682

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 3 4

仕入割引 85 92

雑収入 44 52

営業外収益合計 134 150

営業外費用

支払利息 4 9

売上割引 41 －

雑損失 7 7

営業外費用合計 53 17

経常利益 2,626 2,815

特別利益

固定資産売却益 2 4

投資有価証券売却益 － 1

新株予約権戻入益 － 0

特別利益合計 2 6

特別損失

固定資産売却損 0 3

固定資産除却損 0 2

投資有価証券売却損 － 0

投資有価証券評価損 － 9

業績連動型株式報酬制度終了損 － 120

特別損失合計 1 135

税金等調整前四半期純利益 2,628 2,687

法人税、住民税及び事業税 724 853

法人税等調整額 204 181

法人税等合計 929 1,035

四半期純利益 1,699 1,651

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 9

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,699 1,642

（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益 1,699 1,651

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 16 △23

繰延ヘッジ損益 △7 △16

為替換算調整勘定 10 △11

退職給付に係る調整額 30 △25

その他の包括利益合計 49 △76

四半期包括利益 1,749 1,575

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,749 1,566

非支配株主に係る四半期包括利益 0 9

【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間より、中間持株会社として新たに設立しました日本足場ホールディングス株式会社

を、連結の範囲に含めております。

また、当第３四半期連結会計期間より、栗山アルミ株式会社の株式を取得し子会社化したため、連結の範囲に

含めております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、従来は、工事契約に関して、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進

行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用していましたが、期間がごく短い場合を除き、履行義務

を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。なお、履行義務の充足に係

る進捗率の見積りの方法は、履行義務の結果を合理的に測定できる場合は、見積総原価に対する実際原価の割合

（インプット法）で算出しています。履行義務の結果を合理的に測定できない場合は、発生した実際原価の範囲

でのみ収益を認識し、期間がごく短い工事については完全に履行義務を充足した時点で収益を認識しておりま

す。また、従来は、営業外費用に計上していた売上割引については、売上高より控除しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。また、収

益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われ

た契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額

を第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は16百万円増加し、売上原価は41百万円増加し、営業利益は24

百万円減少し、営業外費用は43百万円減少し、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ18百万円増加

しております。また、利益剰余金の当期首残高は６百万円増加しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることといたしました。また、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外費用」に表示していた「売

上割引」は、第１四半期連結会計期間より「売上高」に含めて表示することといたしました。

なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方

法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　

2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約

から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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付与対象者の区分及び人数（名）
取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）　７名

執行役員　　３名

株式の種類別の付与された株式数 普通株式　　131千株

付与日 2021年７月14日

譲渡制限期間
譲渡制限付株式の付与日から当社グループの取締役、執行役、執行役

員又は使用人のいずれの地位からも退任又は退職する時までの間

解除条件

付与日の直前の当社定時株主総会の日から付与日の後最初に到来する

当社定時株主総会の終結のときまでの期間を超え、継続して、当社グ

ループの取締役、執行役、執行役員又は使用人のいずれかの地位にあ

ったことを条件として、譲渡制限期間が満了した時点をもって、譲渡

制限を解除します。

付与日における公正な評価単価 993円

（追加情報）

（株式付与ＥＳＯＰ信託）

当社は、当社の中長期的な企業価値を高めることを目的として、2013年９月より導入し2021年12月31日まで

期間延長しておりました従業員に対するインセンティブ・プラン「株式付与ＥＳＯＰ信託」は、2021年12月31

日をもって終了しました。

(1）取引の概要

本制度は、従業員に対して、当社が定める株式付与規程に従って、当社株式が信託を通じて給付される株

式報酬制度です。

(2）信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己

株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度13百万円、13千株、

当第３四半期連結会計期間においては該当事項はありません。

なお、当社は、2021年11月9日開催の取締役会において、当社の執行役員及び当社の従業員に対する新たな

制度として、譲渡制限付株式を活用したインセンティブ制度を導入することを決議し、導入しております。

（株式給付信託(ＢＢＴ)）

当社は、2017年８月25日より、当社の取締役及び当社の執行役員（社外取締役を除き、以下、あわせて「取

締役等」という。）の報酬と当社の業績及び株式価値との連動性をより明確にし、中長期的な業績の向上と企

業価値の増大への貢献意識を高めるため、取締役等に対する業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（ＢＢＴ

（＝Board Benefit Trust））」を導入しておりましたが、下記役員向け譲渡制限付株式報酬制度の導入に伴

い、2021年６月22日をもって終了しました。

(1）取引の概要

本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託を通じて取得され、取締役等に対して、当社

が定める役員株式給付規程に従って、当社株式が信託を通じて給付される業績連動型株式報酬制度です。

(2）信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己

株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度129百万円、121千

株、当第３四半期連結会計期間においては該当事項はありません。

（役員向け譲渡制限付株式報酬制度）

譲渡制限付株式報酬にかかる費用として、当第３四半期連結累計期間において、販売費及び一般管理費に25

百万円を計上しております。
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（新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う会計上の見積りについて）

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「重要な会計上の見積り」中の新型コロナウイルス感染症の感

染拡大に伴う会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

前連結会計年度
（2021年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2021年12月31日）

受取手形、売掛金及び契約資産 －百万円 403百万円

電子記録債権 － 176

流動資産（その他） － 15

電子記録債務 － 17

（四半期連結貸借対照表関係）

※  四半期連結会計期間末日満期手形等

四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形等が

四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

前第３四半期連結累計期間
（自  2020年４月１日

至  2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2021年４月１日

至  2021年12月31日）

減価償却費 625百万円 790百万円

のれんの償却額 170 220

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。
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決議 株式の種類
配当金の総額

(百万円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月24日

定時株主総会
普通株式 386 14.5

2020年

３月31日

2020年

６月25日
利益剰余金

2020年11月６日

取締役会
普通株式 406 15.5

2020年

９月30日

2020年

11月26日
利益剰余金

① 取得した株式の種類 普通株式

② 取得した株式の総数 750,700株

③ 株式の取得価額の総額 799,971,900円

④ 取得期間 2019年11月８日から2020年９月25日まで

⑤ 取得方法 東京証券取引所における市場買付

（株主資本等関係）

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  2020年４月１日  至  2020年12月31日）

１．配当金支払額

(注)１  2020年６月24日定時株主総会決議の配当金の総額には、従業員に対するインセンティブ・プラン「株

式付与ＥＳＯＰ信託」の信託財産として日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ

信託口）が所有する当社株式に対する配当金０百万円及び取締役等に対する業績連動型株式報酬制度

「株式給付信託（ＢＢＴ）」の信託財産として資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所

有する当社株式に対する配当金１百万円を含めております。なお、資産管理サービス信託銀行株式会

社は、2020年７月27日付で株式会社日本カストディ銀行に合併しております。

２  2020年11月６日取締役会決議の配当金の総額には、従業員に対するインセンティブ・プラン「株式付

与ＥＳＯＰ信託」の信託財産として日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託

口）が所有する当社株式に対する配当金０百万円及び取締役等に対する業績連動型株式報酬制度「株

式給付信託（ＢＢＴ）」の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社

株式に対する配当金１百万円を含めております。

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2019年11月７日開催の取締役会決議に基づき、当第３四半期連結累計期間において自己株式

377,700株の取得を行いました。この結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が400百万円増加

し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が1,134百万円となっております。

なお、当該自己株式の取得は2020年９月25日をもちまして終了しております。

（ご参考）上記取締役会決議に基づき、2020年９月25日までに取得した自己株式の累計
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決議 株式の種類
配当金の総額

(百万円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月22日

定時株主総会
普通株式 406 15.5

2021年

３月31日

2021年

６月23日
利益剰余金

2021年11月９日

取締役会
普通株式 420 16.0

2021年

９月30日

2021年

11月26日
利益剰余金

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  2021年４月１日  至  2021年12月31日）

１．配当金支払額

(注)１  2021年６月22日定時株主総会決議の配当金の総額には、従業員に対するインセンティブ・プラン「株

式付与ＥＳＯＰ信託」の信託財産として日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ

信託口）が所有する当社株式に対する配当金０百万円及び取締役等に対する業績連動型株式報酬制度

「株式給付信託（ＢＢＴ）」の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する

当社株式に対する配当金１百万円を含めております。

２  2021年11月９日取締役会決議の配当金の総額には、従業員に対するインセンティブ・プラン「株式付

与ＥＳＯＰ信託」の信託財産として日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託

口）が所有する当社株式に対する配当金０百万円を含めております。

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、株式給付信託(ＢＢＴ)の終了及び役員向け譲渡制限付株式報酬制度の導入に伴い、自己株式の処

分250百万円及び自己株式の消却98百万円を実施いたしました。主にこれらの影響により、当第３四半期連

結累計期間において、自己株式が379百万円減少しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

(注２)

四半期連結

損益計算書

計上額

(注３)

産業資材

(注１)
鉄構資材 電設資材 計

売上高

(1)外部顧客への売上高 27,320 10,742 6,006 44,069 － 44,069

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
266 59 97 423 △423 －

計 27,587 10,802 6,103 44,493 △423 44,069

セグメント利益又は損失(△) 1,615 812 140 2,568 △21 2,546

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

(注２)

四半期連結

損益計算書

計上額

(注３)

産業資材

(注１)
鉄構資材 電設資材 計

売上高

(1)外部顧客への売上高 30,736 12,144 6,286 49,167 － 49,167

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
247 72 170 489 △489 －

計 30,984 12,216 6,457 49,657 △489 49,167

セグメント利益又は損失(△) 1,520 1,052 137 2,710 △28 2,682

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  2020年４月１日  至  2020年12月31日）

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注) １  セグメント利益又は損失(△)の産業資材の1,615百万円には、のれんの償却額170百万円が含まれて

おります。

 ２  セグメント利益又は損失(△)の調整額△21百万円には、セグメント間取引消去及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

 ３  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  2021年４月１日  至  2021年12月31日）

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注) １  セグメント利益又は損失(△)の産業資材の1,520百万円には、のれんの償却額220百万円が含まれて

おります。

 ２  セグメント利益又は損失(△)の調整額△28百万円には、セグメント間取引消去及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

 ３  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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取得の対価 現金及び預金 6,717百万円

取得原価 6,717

流動資産 6,638百万円

固定資産 2,770

資産合計 9,408

流動負債 238

固定負債 1,154

負債合計 1,392

（企業結合等関係）

取得による企業結合

１．企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称　　　栗山アルミ株式会社

事業の内容　　　　　　アルミ押出型材等の製造開発事業

(2) 企業結合を行った主な理由

当社グループの取扱商材の素材として大部分を鉄が占めるなか、栗山アルミ株式会社を当社グループに加

えることにより、今後需要の増加が見込まれるアルミ商材を取扱商材に含めることを通じて、当社グループ

の持続的成長と中長期的な企業価値向上の実現を図ることができるものと考えております。

(3) 企業結合日

2021年10月１日

(4) 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

(5) 結合後企業の名称

変更はありません。

(6) 取得した株式の議決権比率

75.7％

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したことによるものであります。

２．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

2021年10月１日から2021年12月31日まで

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

４．主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等　　　　　　　　　　125百万円

５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1) 発生したのれんの金額

665百万円

(2) 発生原因

今後の事業展開により期待される将来の超過収益力から発生したものであります。

(3) 償却方法及び償却期間

５年間にわたる均等償却

６．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳
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（単位：百万円）

報告セグメント
合計

産業資材 鉄構資材 電設資材

地域別

日本 30,266 12,144 6,286 48,697

海外 132 － － 132

財又はサービスの移転時期

一時点 29,935 12,144 6,286 48,366

一定の期間 463 － － 463

顧客との契約から生じる収益 30,398 12,144 6,286 48,829

その他の収益 338 － － 338

外部顧客への売上高 30,736 12,144 6,286 49,167

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第３四半期連結累計期間（自  2021年４月１日  至  2021年12月31日）

前第３四半期連結累計期間
（自  2020年４月１日

至  2020年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2021年４月１日

至  2021年12月31日）

(1) １株当たり四半期純利益 64.83円 62.67円

 （算定上の基礎）

 親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
1,699 1,642

 普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

 普通株式に係る親会社株主に帰属する

 四半期純利益（百万円）
1,699 1,642

 普通株式の期中平均株式数（千株） 26,212 26,214

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 64.71円 62.63円

 （算定上の基礎）

 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ －

 普通株式増加数（千株） 47 14

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

（注）「株式付与ＥＳＯＰ信託口」及び「株式給付信託（ＢＢＴ）」が保有する当社株式を、「１株当たり四半

期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」の算定上、期中平均株式数の計算において

控除する自己株式に含めており、当該期中平均株式数は、各々下記のとおりであります。

株式付与ＥＳＯＰ信託  （前第３四半期連結累計期間24千株、当第３四半期連結累計期間11千株）

株式給付信託（ＢＢＴ）（前第３四半期連結累計期間124千株、当第３四半期連結累計期間50千株）

なお、株式付与ＥＳＯＰ信託は2021年12月をもって、また株式給付信託（ＢＢＴ）は2021年６月をもっ

て終了しております。
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①　自己株式の消却を行う理由 発行済株式総数の減少を通じて株主利益の増大を図るため

②　消却した株式の種類 普通株式

③　消却した株式の総数 800,000株（消却前発行済株式総数に対する割合　2.95％）

④　消却日 2022年１月11日

⑤　消却後の発行済株式総数 26,344,400株

（重要な後発事象）

自己株式の消却

当社は、2021年12月16日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づき、自己株式を消却すること

を決議し、下記のとおり消却を実施しました。

  ①  配当金の総額 420百万円

  ②  １株当たりの金額 16.0円

  ③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2021年11月26日

２【その他】

第70期（2021年４月１日から2022年３月31日まで）中間配当については、2021年11月９日開催の取締役会にお

いて、2021年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決

議いたしました。
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